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承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

特記仕様書
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇〇

〇

〇 〇

〇〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇〇

〇〇〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇〇〇

〇

〇

〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇〇

〇

〇

〇

●

●

〇

●

〇

〇

●

●

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇〇

〇 〇

〇〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇〇

〇〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

〇

●

●

●

〇

●

●

〇

〇

〇

●

● ● ●

● ●

● ● ●

〇 〇

●

●

●●

● ●

〇

〇

〇

〇

● ●

●

● ●

●

〇

〇

●

●

● ●

〇

〇

●

● ●

●

●●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

●

●

●

● ● ●

● ● ●●

●

● ●

●●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

〇
〇

〇〇

●

● ●

〇

〇

●

●

●

●

●

●

●

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇〇

〇

〇

〇

●

●

●

●

〇

〇

●

●

〇

● ●

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇〇

〇〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

●●

〇 〇

〇 〇

● ●

● ●

● ●

● ●

●

● ●

〇

●

● ●

●

● ●

●●

〇

●

〇

〇 〇〇 〇

〇

〇 〇 〇

●

●

●

●

● ●

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

● 〇

●

●

●

●

　　主遮断装置、変圧器、低圧主回路導体にそれぞれヒ－トラベルを貼付する。

　　単相３線式　　１００／２００Ｖ　  　単相２線式　　　１００Ｖ　　　２００Ｖ

高圧ケ－ブルは、マンホ－ル、ハンドホ－ル　または　キュ－ビクル内等の１ヶ所で　約

３ｍの余長をとる。　また　その他の配線は　ハンドホ－ル、マンホ－ル内で　約１ｍの

M a x r a y

三菱

別途工事

防火区画 防火区画の貫通は、耐火処理にて施工すること。
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２）工事種目に機械設備工事　及　建築工事を含む場合、その仕様は当該図面による。

２．一般事項

電力会社内線規定

建築基準法・消防法

各諸官庁規則

(   印のついたものを本工事に適用する。）

設計図書（現場説明書・質疑回答含む）に明記ない場合　又は質疑が生じた時は係員と協議しその指示に従

うこと。

特記事項

優先順位 （１）現場説明書、質疑応答書　→　（２）特記仕様書　→　（３）設計図　→　（４）共通仕様書　→・・・　

・・・→（５）上記いずれも記載なき場合、不明の場合は係員の指示による。

１．工事仕様 １）特記仕様書　及　図面に記載されていない事項は、すべて

(   印のついたものを本工事に適用する。）

及　電気設備工事標準図（最新版）による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　電気設備共通仕様書（最新版）

社団法人　日本建築家協会監修 建築設備共通仕様書（最新版）による。

電気設備技術基準

特　　記　　事　　項

本工事に使用する設備機材等は、設計当初に規定するもの、または　これらと同等の

(項目　及　特記事項は、  印のついたものを本工事に適用する。但し　  印の無い場合は  印を適用する。

機　材　等

合は、監督職員の承諾を受ける。

盤類・キュービクルの塗装 　　指定色　　　　メーカー標準色

盤類・キュービクルの仕様

別契約の関係者が定置したものは、無償で使用できる。足場・さん橋類

発生材の処理

工事請負者の責任に於いて行うこと。

安の業務を行うものとする。

の負担とする。

電気工事士

工事用電力・水・その他

電気保安技術者

既設のコンクリ－ト床、壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカ

ッタ－による。なお　復旧はモルタル補修とする。

は　つ　り

工　事　写　真

ただし、いんぺい配管、コンクリ－ト埋設配管についてのみ使用可とする。

特記なきものは、合成樹脂可とう管（以下ＰＦ管　一重タイプ）とする。

ＰＦ管で配管する場合は、原則として合成樹脂製ボックスを使用する。

電　線　管

ボ　ッ　ク　ス

塗　装

盤・その他機器類について図示した寸法は　参考寸法とする。寸　法　

ものとする。なお　製造業者等が定められている機材については、電気設備機材等指

定表によるほか、これらと同等のものとする。ただし　これらの同等のものにする場

工事中のハツリガラ、撤去発生材は、場外搬出処分を原則とする。尚、廃棄物の処理は　

工事現場におく電気保安技術者は、工事担当技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

本工事に必要な工事用電力、水等の費用　及　官公署への諸手続等の費用は、請負者

建設大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（改訂版）建築設備編」による。

原則として　契約電力　５０ＫＷ以下の場合も、第一種電気工事士により施工を行う。

屋外、床下等雨線上や湿地場所の支持金物　及び　ボックス類は原則として　露出配管支持金物・ボックス

塗装方法は、エッチングプライマー（１種）処理後　指定色塗装とする。

種目 項　　目

３．特記事項

耐震対策

プレ－ト

スイッチ

予備品

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

幹線　　　　単相３線式　　　　１００／２００Ｖ　６０Ｈｚ     直流２線式１００Ｖ

工事範囲

電気方式

施工方法

制御盤

インタ－ロック

監視方法

停止させる。

     ３相３線式　４００Ｖ　　　　３相４線式　１８２Ｖ／１０５Ｖ

電気方式

主遮断装置

定格遮断電流　　　   １２．５ＫＡ以上　※

工事範囲

仕様詳細 別記による

　  限流ヒュ－ズ　及　高圧負荷開閉器（ＬＢＳ）

　  高圧交流遮断器（ＶＣＢ）

変圧器

変圧器仕様

※

※

  油入式　　　モ－ルド式（絶縁種別　　Ｆ種　　　  　）　　ガス入式

設備容量

直列リアクトル

　　高圧側設置　　　　低圧側設置　　　　オイルレス型（リアクトル含む）

　　自動力率制御　　　設ける　　　　　　設けない

　　屋内用　　　屋外用配電盤

高調波対策　　　　　　有（直列リアクトル　   ６％　　　１３％）　　　　無※※

　　一般型（トップランナー） ス－パ－高効率型

基　礎 　　本工事　　　  　　別途工事　　　　既設

監視方法 　　警報盤による代表監視　　　中央監視制御盤による監視（別途）

サ－モスタット（３０℃～４０℃可変型とし、３５℃にセット）及　切替スイッチ

（自動・手動・切）を設ける。

盤内換気扇

盤内に予備限流ヒュ－ズ　１００％　及　フック棒を収納する。付属品等

その他

　　低圧配電盤の配線用遮断器は取付板組込型で埋込型とする。

　　低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

　　低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅　６００以上・高さ　１，８００以上）

屋内用配電盤の場合、外部換気扇連動（   端子　　　スイッチ）を設ける。※

※

公称羽径は２５０ｍφ（鋼製）以上とし、電源１００Ｖは配電盤内容より供給する。

　　点検通路には　アクリル保護板を設置のこと。

進相コンデンサ　及

電気方式

施工方法

工事範囲

火災報知設備の受信機、連動制御　及　ガス漏れ火災警報受信機と連動して空調機を

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

幹線　　　　3相３線式　　　　２００Ｖ　６０Ｈｚ        4 0 0 V

　　警報盤による代表監視　　　　中央監視制御盤による監視（別途）

　　金属管配線　　　　ケ－ブル配線　　　　合成樹脂管配線

自動連動回路は、試験運転をした場合連動しないものとする。

高圧　３相３線式　６Ｋｖ　６０Ｈｚ

低圧　　　３相３線式　２００Ｖ　　　　単相３線式　１００Ｖ／２００Ｖ

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　開放型　　　簡易型　　　キュ－ビクル型

種類　  　　  ディ－ゼル機関　　　  ガスタ－ビン

始動方式　　　電気式　      　　空気式

冷却方式（ディ－ゼル機関）　　　　　ラジエ－タ－式　　　　水槽式

種類　　　　　重油（硫黄分　Ｓ＝０．１ｗｔ％以下）　　　重油　　　軽油　　　灯油

　　燃料小出槽　　　  搭載タンク

  主燃料槽　　　　     　Ｌ（　　本工事　　　別途工事　　　専用　　  共用）

　　警報盤による代表監視　　　中央監視制御盤による監視（別途）

電気式　３相３線式　６０Ｈｚ　電圧　　　２１０Ｖ　　　４１５Ｖ　　　　６．６ＫＶ

　　本工事　　　別途工事

別記による

　　本工事　　　別途工事※

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　幹線　　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　　　合成樹脂管配線

※

付加機能　　　　リモコン機能　　　コ－ルサイン機能　　　モニタ－機能

出力制御器　　　有　　　回線　  　無

用途　　　　　　一般放送　　　　　非常放送

　　天井埋込　　　天井埋込（ＡＴＴ付）　　　壁掛　　　壁掛（ＡＴＴ付）

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

別記による

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

別記による

別記による

　　壁掛型　　　壁掛型（スピ－カ－付）　　　ポ－ル式

形式　　　  　  壁掛型　　　ラック組込型　　　水晶式

プログラムタイマ－   （　　カ－ド式　　　   キ－式　）

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

※

　　分岐　　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　　　合成樹脂管配線　　　ＯＡフロア配線

　　突針　　　　むね上げ導体　　　　金属製笠木（別途）等

　　建築構造体利用　　　引下げ導線

　　多線式　　　　　省線式

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

用途　  　夜間受付用　　　　一般用　　　　　保守用

種類　　　親子式（　　電話型同時通話式　　　電話スピ－カ－型同時通話式）

　　　　　相互式（　　電話型同時通話式　　　複合式）

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

　　トイレ呼出表示盤　　　　　　　　　ナ－スコ－ル表示盤　

　　ＶＨＦ用　　ＵＨＦ用　　ＢＳ用　　ＣＳ用　　ＡＭ用　　ＦＭ用　　ＣＡＴＶ用

　　壁面取付型　　　　　　　自立型

鋼管の ｱ ﾝ ﾃ ﾅ マスト　及　その支持材は等は、溶融亜鉛めっき仕上とする。

電界強度　及　画質は、最上階が打ちあがったときに、 ｱ ﾝ ﾃ ﾅ 取付予定位置、また

その周辺で測定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

　　内部雷保護システム

　　Ⅰ　　　Ⅱ　　　Ⅲ　　　Ⅳ

　　建築構造体利用　　　銅板埋設

　　カラ－　　　モノクロ

　　自動火災報知設備　　自動閉鎖設備　　非常警報設備　　ガス漏れ火災警報設備

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　金属管配線　　　ケ－ブル配線　  　合成樹脂管配線

  機器収容箱（　　消火栓一体型　　　単独型）

　　消火栓箱内押ボタン　　　発信機と連動（総合盤に始動表示を設ける。）

　　回線（予備電源「蓄電池」内蔵）

　　単独　　　火災受信機等と一体

　　ダンパ等（全数）復帰用の予備電源容量をもつこと。

　　防火戸用（ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ　以下　電磁式　または　ラッチ式）

　　防煙ダンパ用（別途工事　瞬時通電式　または　電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下、

　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下）

　　防火シャッタ－用（別途工事　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下）

　　有　　　　無

※

受信機　　　型　　　級　　　回線（　　壁掛型　　　自立型）

（　　単独型　　　火災受信機等と一体型）　（ガスの種類：　　　　　　）

　　 D C 　    Ｖ　　   　

　　マグネットスイッチ　　　バイブレ－ションスイッチ　　　パッシブセンサ－

　　予備電源（蓄電池）内蔵

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

　　風圧計算書を添付のこと。

　　風圧計算書を添付のこと。

形　式

発電機

原動機

燃　料

監視方法

仕様詳細

保安器用接地

電話機器等

工事範囲

配線方式

増幅器

スピ－カ－

工事範囲

施工方法

仕様詳細

工事範囲

施工方法

仕様詳細

仕様詳細

親時計　及　付属装置

工事範囲

施工方法

避雷導線

工事範囲

施工方法

機　器

工事範囲

接地極

画　像

工事種類

工事範囲

工事範囲

自動火災報知装置

施工方法

消火ポンプの始動

連動制御器

自動閉鎖装置

非常警報装置

ガス漏れ火災警報装置

警戒方式

電源装置

工事範囲

電気方式

その他

その他

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ マスト

電界強度等

工事範囲

施工方法

ｱ ﾝ ﾃ ﾅ

子時計

表示盤

配線方式

工事範囲

施工方法

避
雷
設
備 受雷部

保護レベル

　　３相３線式　　６ＫＶ　　２００Ｖ電気方式

　　地中埋込式　　　架空線式

埋込深さ　特記なきは、ＧＬ－６００以下とする。

ふ設方式

用途　　　架空引込用　　　地中引込用

形式　　　引外し装置付（ＳＯＧ型）　　　引外し装置無　　　避雷器内蔵

　　　　　制御電源用変圧器内蔵

ハンドホ－ルにおいてもケ－ブル支持材を設ける。

区分開閉器

余長をとること。

がいし、高圧ケ－ブル端末処理 　　一般用　　　耐塩用　　　重耐塩用

余　長

避雷器

装柱材

外　灯　 　　一般用　　　景観照明用

工事範囲 　　配管　　　　配線　　　　機器取付

マンホ－ル　及　ハンドホ－ル 特記なき構造、寸法は電気設備工事標準図による。

　　配管　　　　配線　　　　機器取付工事範囲

施工方法 　　構内配電線路に準じる。

マンホ－ル　及　ハンドホ－ル 特記なき構造、寸法は電気設備工事標準図による。

　　電柱　　コンクリ－ト柱　　　鋼管柱

　　鋼製屋外灯ポ－ルは溶融亜鉛めっきとし、指定色塗装とする。

構造　　　一般用　　　　　耐塩用　　　　　重耐塩用

蓋の用途表示は　電気とする。

蓋の用途表示は　電気とする。

電線管

キュ－ビクル

分電盤・端子盤

照明器具

配線器具

放送機器

インタ－ホン

呼出機器

テレビ共聴

電話

電気時計

火報・防火戸

避雷針

自家発

J I S 規格品

J I S 規格品

岩崎 大光 小泉 東芝 日立 パナソニック

ヤマギワ三菱

神保

ＴＯＡ 東芝 ビクタ－ ユニペック ｽ

アイホン

アイホン

ケアコム

ケアコム

東芝

東芝

パナソニック

パナソニック

ＤＸ 日立国際 マスプロ

パナソニック

岩崎 ＮＥＣ ＮＴＴ 東芝

パナソニック

シチズン セイコ－

ニッタン 能美防災 ホ－チキ

パナソニック

パナソニック

大阪 四興

電線・ケ－ブル

（五十音順）

三菱 明電舎 ヤンマ－

ＥＮＤＯ

西日本

パナソニック日亜東芝寺田

河村 大日 中立 内外 日東

西芝

因幡

日立

日立 パナソニック 富士通

上記メ－カ－と同じ  +  パナソニック

別川

N I P エンジニアリング

梁・床・壁貫通部の補強

梁・床・壁貫通部のスリ－ブ

分電盤・端子盤の補強

天井埋込器具の切込　及び下地補強

自家発・キュ－ビクルの基礎

配電盤・制御盤等の基礎

テレビ共聴アンテナの基礎

照明器具等の吊ボルト用インサ－ト

外灯の基礎

フロ－トスイッチ

空調機・室外機のリモコンスイッチ取付

電極棒

同上用配線工事

同上用配管工事

全熱交換器の１次側電源

同上用配線工事

同上用配管工事

換気扇・天井扇の入切スイッチ（配線配管共）

自動扉・シャッタ－の１次側電気工事

自動扉・シャッタ－の２次側　配管

自動扉・シャッタ－の２次側　配線

他工事との取合 電気工事 機械工事 建築工事

電
　
　
　
灯
　
　
　
設
　
　
　
備

動
　
力
　
設
　
備

受
　
　
　
変
　
　
　
電
　
　
　
設
　
　
　
備

施工済みの部分・未使用機器材料で損傷　又は汚染の恐れのあるものは、適切な方法で養生を行うこと。

施工に先立ち関係工事業者と打合の上、工程表を作成し係員の承諾を受けること。

施工図・機器製作書・製作仕様書・見本等は速やかに提出し承認後、施工・製作のこと。

工事が完成した時は係員立会の上、各種試験・検査を行い関係官庁の検査合格を以て竣工とする。

引渡後は竣工図・保守に関する指導案内書・説明書等を作成し提出のこと。

係員が指示した事項　又は協議した事項については記録し係員に提出する。尚係員が施工が適切な事を証明

する必要があると認め指示した場合は、工事写真・見本・試験成績表等を提出のこと。

工事施工に、必要な官公庁　及び　電力会社・通信会社への手続き申請は速やかに行い、それに伴う費用は

電圧（Ｖ）回路方式蛍光灯の種類

蛍光灯安定器及び

L E D制御装置の種類

蛍光灯安定器及び L E D 制御装置の種類は、標準図及びＪＩＬ５００４－２００９

「公共施設用照明器具」に指定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。

直管形の

ランプ

のランプ

コンパクト形

８６形

１６形、３２形

2 4 形、３２形、

４２形

ＨＦ形

ＰＸ

ＰＮ

１００／２００

１００／２００

高輝度誘導灯 ＥＬ

ＰＮ １００／２００

非常用照明・誘導灯の形式

予備配管

（ＰＦ２２）を１本，５個以上の場合は（ＰＦ２２）を２本以上，天井裏まで立上げる。

梁下に配管・配線スペースのない梁には，１スパンにＶＥ（３６）２本を予備スリーブ

として埋込む。

埋込形分電盤からの立上り予備配管は，予備の配線用遮断器が４個以下の場合は

L E D 灯

ＨＦ形器具はユニバーサル電圧（１００～２４２Ｖ等）対応品でもよい。

機器の固定　及　配管配線等の施工に関しては、「建設大臣官房官庁営繕部監修官庁

　　無停電電源設備（整流器盤・蓄電地盤）

　　電子交換機設備（電子交換機・電源装置・中継台）

　　中央監視設備　（中央処理装置・ＣＲＴ・プリンタ－等）

　　直流電源設備　（整流器盤・蓄電地盤）

　　発電機設備　　（原動機・発電機本体・燃料小出槽・盤類）

以下の項目で   印を付けている設備機器については重要機器であるとし、機器の固

定に関する計算書　及　施工要領書を作成し、監督員の承諾を得ること。

施設の総合耐震計画基準　及　同解説（最新版）により施工を行う。

樹脂製　　金属製（ステンレス・新金属含む）

　　プレ－トとする。又　 ｽ ｲ ｯ ﾁ 、 ｱ ｯ ﾃ ﾈ - ﾀ - 等も一体型プレ－トとする。

照明器具で、予備電球・ランプは、最低１個とし全使用数の１０％以上を予備品とし

同一プレ－トで、３個以上取付の場合はネ－ムカ－ド入スイッチとする。

て納入の事。

ワイド型

　　設計図に明記無きも、  同一場所にある　 ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ 、テレビ、電話受口は一体型

通
信
線
路

構
　
　
内

請負業者の負担とする。又　電力会社、通信会社工事により負担金が発生する場合は、本工事に含むこと。

ステンレス鋼材を使用すること。

する。

最上階の埋込配管 最上階のスラブでモルタル防水　及　樹脂防水の場合、埋込配管は避けるのを原則と

※特記なきものは、６００Ｖビニル絶縁電線（　 ＩＶ 　　E M - I E）とする。

呼　線 長さ１ｍ以上の入線しない配管には、１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

　　施工のこと。

　　二重天井内コロガシ配線は、ケーブル支持材等を設置し整線すること。

　　高圧受電時は　電力会社と協議を行い　引き渡し迄、臨時契約等により受電し、引き渡し

接地工事

再使用機器

提出書類

その他

　　スイッチ、コンセント等の配線器具取付は　原則としてボックスを設けること。

　　電路の分岐等やむなきを得ない場合を除き電線相互の接続は極力さけること。

　　壁等の貫通部には、必ず保護材にて電線ケーブルの保護をすること。

　　時にはデマンド値が　０ K W にすること。

設計図に明記なきも、必要と思われる場所は、本工事にて行うこと。

取外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定のうえ取付ける。なお　照明器具

等の見えがかり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃を行うこと。

  建築工事に準じること。　　　　係員の指示による。

　　建築工事にてＰＦ板（ポリスチレンフォ－ム保温材）打込の場所に取付る位置ボ

　　ックス等は、断熱・結露防止処理を行うこと。

　　建築基準法・消防法等で必要なものは、設計図記載無きも　請負業者の責任にて

※

　　二重天井内のジョイント部はボックス内にてジョイントを行うこと。

1 0 0

電気室・配線室以外の露出配管は　すべて塗装を行う。

電　線 空調機・室外機の１次側電気工事（空調機電源接続）

空調機・室外機の２次側電気工事（内外渡り配線）

　　副受信機

　　外部雷保護システム

　　電池内蔵型　　　　電池別置型

定格出力　　　４４ . ９ＫＷ（　　　ＰＳ）以上

形式　　　  　  卓上型　　　壁掛型

　　ＰＨＳ対応             夜間 ｲ ﾝ ﾀ - ﾎ ﾝ 対応

工事項目

建物別　及　屋外

(   印を適用し、各一式とする。）

※

動　力

受　変　電

設　備

設　備

電　灯

工事種目

工事名称

１．工事場所

２．建物概要 ※建築図参照

※建築図参照

工事概要 (特記なき場合は　  印を適用する。)

消防法令別表１構 造 体 階 数建　　物　　名 延面積（㎡） 定格出力　　　３８ＫＶＡ以上　　　　　力率　０．８

　　配電盤内部照明は、盤前後の扉ごとに設ける。

　　高圧負荷開閉器　７．２ＫＶ　３００Ａ　　　非方向性　　　方向性

産業廃棄物は法令に従い適切に処理し工事ごとにマニュフェストで管理すること。

以下の廃棄物はそれぞれの指示に従うこと。

１）ＰＣＢ使用機器

撤去品にＰＣＢ使用機器がある場合は係員が指示する方法で現場に一時保管すること。

２）微量ＰＣＢ使用機器

微量のＰＣＢが使用されている可能性がある機器についての含有検査が工事に含まれる場合は

工期内に結果が出るように検査を発注すること。検査中の機器は現場に一時保管とする。

３）蛍光灯ランプ

蛍光灯ランプはその水銀を適切に処理できる処分業者に処理依頼すること。マニュフェストで

廃棄物の処理

も分けて確認できるように処分すること。

図面上に特記されていないものでも、工事上必要であれば、撤去・脱着等を行う。その際原則

として金額の増額は行わない。また機器移設に伴う軽微な延線は、機器脱着費に含むものとし、

そ
　
の
　
他

撤去・脱着工事

原則として増額は行わない。

定格出力　９０Ｗ以上

　　屋外型　　　耐塩型

　　一般型

単位 ﾕ ﾆ ｯ ﾄ の電流計は負荷端子の手前に接続する。

　　変圧器総容量　　　　　　　ＫＶＡ

設　備

避　雷 設　備

電気時計

映像　・　音響

設　備

設　備

設　備

ｲ ﾝ ﾀ - ﾎ ﾝ

テレビ共聴

監視 ｶ ﾒ ﾗ

防　犯

呼出・ナ－スコ－ル

設　備

設　備

設　備

設　備

設　備

放　送

防　災 設　備

設　備

設　備電気錠制御

情　報

構 内 通　信 線 路

構 内 配 電 線 路

設　備電　話

自　家　発　電 設　備

自
　
家
　
発
　
電
　
設
　
備

別記による

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

仕様詳細

工事範囲

設
　
備

カ
メ
ラ

監
　
視

設
備

発
電

太
陽
光

設
備

制
御

電
気
錠

　　配管　　　　配線　　　　機器取付工事範囲

　　配管　　　　配線　　　　機器取付工事範囲

一
 
 
 
般
 
 
 
共
 
 
 
通
 
 
 
事
 
 
 
項

　　非常放送設備　（放送ラック）

　　防災設備　　　（火災報知機・連動制御盤等の受信機）

　　受変電設備　　（閉鎖型・開放型）

　　営繕仕様　　　メーカー仕様

　　配管　　　　配線　　　　機器取付

分岐　　　　単相２線式　　　　１００Ｖ　　　　２００Ｖ　　　　　直流２線式１００Ｖ

　　金属管配線　　　　ケ－ブル配線　　　　合成樹脂管配線

分岐　　　　3相3線式　　　　２００Ｖ ６０Ｈｚ　

屋　外屋　内

木 育 施 設 （ 旧 城 下 幼 稚 園 ） 整 備 工 事

　　受信機　Ｐ２型

61/89



E-02R7.10.

設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称

図面番号

宍  粟  市
承認 設計 担当

木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/200
改修後 配置図
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E-03

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

盤結線図(新設)
A2　NON

63/89



E-04

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

盤結線図(改修)
A2　NON

【改修前】 【改修後】
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E-05

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

照明器具
A2　NON

65/89



E-06

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

弱電機器
A2　NON

１窓
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E-07

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階動力設備図

67/89



E-08

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階電灯設備図
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E-09

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階非常照明・誘導灯設備図
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E-10

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階コンセント設備図
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E-11

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階弱電設備図
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E-12

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修後 1階自動火災報知設備図
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E-13R7.10.

設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称

図面番号

宍  粟  市
承認 設計 担当

木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/200
改修前 配置図

73/89



E-14

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市

木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100R7．10.

図面番号

改修前 1階電灯設備図

74/89



E-15

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市

木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100R7．10.

図面番号

改修前 1階誘導灯設備図

75/89



E-16

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修前 1階コンセント設備図

76/89



E-17

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市 R7．10.

図面番号木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100
改修前 1階弱電設備図

77/89



E-18

承認 設計 担当 設計年月日 縮尺
工事名称

図面名称
宍  粟  市

木育施設（旧城下幼稚園）整備工事

A2　1/100R7．10.

図面番号

改修前 1階自動火災報知設備図

78/89


